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「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

赤い羽根共同募金 ･･････････････････････････2P
第39回しあわせフェスティバル
～フクシふれあいまつり～ ･･････････････････3P

日常生活自立支援事業 ･･････････････････････4P
あなたの「学び」を応援します
実習を終えて ･･････････････････････････････5P

まち発見！あこう福祉ニュース ･･････････････6P

貸衣裳室だより　七五三用衣裳のご紹介 ･･････8P

「風が気持ちいいな～」
　９月１６日（土）、パラスポーツの振興事
業「タンデムサイクリングプロジェクト」
が行われ、２４名が参加しました。　
　この日は、赤穂警察署員によるタンデム
自転車の交通ルールや、NPO 法人兵庫県
障害者タンデムサイクリング協会の今井理
事長より魅力や乗り方の説明を聞いた後、
実際にサイクリングを楽しみました。
　２人乗りのタンデム自転車は公道を走る
ことができます。
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

●地域をより良くするために� 276.1万円
　ふれあい・いきいきサロン活動
　福祉ネットワーク事業
　レクリエーション用品等貸出事業など
●高齢者・障がいのある方のために� 224万円
　友愛訪問、移送サービス、給食サービス
　敬老事業など
●障がいのある方のために� 15万円
　�「障がい者週間ともに考える市民のつどい」の
開催など
●子どもたちのために� 177.5万円
　�福祉協力校育成、こどもの日児童福祉施設訪問
など
●福祉の情報発信に� 170万円
　社協だよりの発行
　ホームページ等の活用による情報の発信

●福祉の啓発に� 43万円
　市民福祉講座の開催
　福祉作文の募集
●ボランティア活動推進のために� 85万円
　ボランティア育成、助成
●災害ボランティアセンター育成支援� 14万円
●心配ごと相談� 60万円
●民間福祉施設補助・災害準備金（県内）�

85.4万円

令和5年度目標額
１,１５０万円

10月１日より

が始まりました。

　各家庭にお願いしている戸別募金をはじめ、学校や職場など、さまざまな場所で募金にご協力をい
ただいています。市民の皆さまから寄せられた募金の多くは、市内の地域福祉活動に役立てられます。
今年もあたたかいご協力をお願いします。

あなたのやさしさが
　赤穂市を変える

“はじめの一歩”になります。

募金推進期間
10月１日～ 31日
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の
位置づけが 2 類相当から 5 類に変更したことに伴い、
4年ぶりに通常開催します。

日　時：11月19日（日）
　　　　午前10時～午後3時　※小雨決行
場　所：総合福祉会館全域
駐車場：河川敷駐車場
※�周辺施設への駐車は禁止です。赤穂保育所
内に障がい者用の駐車場を用意していま
すので、ご利用ください。

★�各団体のPR・作品展示・販売
★�ふれあい映画
　「ミニオンズフィーバー」を上映
★�福祉体験　★スタンプラリー

★�各ボランティア団体によるバザー・模擬店 
★�ステージの催し
★福引抽選
★卵のつかみどり　ほか

会館内のイベント 会館外のイベント

～フクシふれあいまつり～
第39回

新田　順子 さん（清水町）
のぶ こ

「できる人ができることをやれたら」

 

No.48
　今回は、赤穂ボランティア協会の理事を務め、赤穂朗読ボランティ
アグループ「来夢」でも活動されている傍ら、第 39 回しあわせフェ
スティバル～フクシふれあいまつり～実行委員会委員長として、当日
に向けて準備を進めている新田さんにお話を伺いました。

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
仕事を定年退職し、時間ができたことがきっかけです。家にじっと
しているより外で何かしたいなと思い、朗読のボランティアを始め
ました。「来夢」に加入したことでボランティア協会ともつながりが
できて、協会の活動にも参加するようになりました。

Ａ．

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
朗読のボランティアをしていると「声だけで誰か分かる」と言って
もらったり、「ありがとう」や「ご苦労さん」と言ってもらえること
です。ボランティア協会でもフェスティバルだったり多くの行事に
関わることで、喜んでくれる人の姿を見れることが嬉しいです。

Ａ．

Ｑ．これからの目標は？
今年は通常開催でフェスティバルを行います。ボランティアをはじ
め、みなさんに助けてもらいながら、多くの方に楽しんでもらえる
行事を目指しています。
これからも元気でボランティアができればと思っています。

Ａ．
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

日常生活自立支援事業
（福祉サービス利用援助事業）

  ▶対　象　者

  ▶相　談　例

  ▶この事業でお手伝いできること

　障がいや高齢などの理由で、判断能力の充分でない方が地域で安心して生活できるように、福祉サービス
の利用手続きや日常生活に必要な金銭管理、公的書類の預かりをお手伝いする事業です。

・在宅で生活されている判断能力に不安のある高齢者や障がい者
　（知的障がい、精神障がい、認知症など）
　※要介護認定や障害者手帳の有無は問いません
　　グループホームやケアハウスなどに住む方も対象です
・この事業の利用を希望する意思のある方
　※ご本人自身の希望意思がない方や利用意思が確認できないほど、判断能力が
　　ない方は利用できません

・福祉サービスを利用したいけど利用方法などが、どうすればいいか分からない
・公共料金などの支払いを忘れてしまったり、支払いに関して自信をなくしてしまった
・通帳や届印、年金証書などをなくしてしまわないか不安、紛失したり、管理するのに疲れた
・郵便物の内容把握が分からなくなり、どうすればいいか不安である

・福祉サービスの利用に関する相談や助言
・金融機関でのお金の出し入れや公共料金、医療費、税金、福祉サービス利用料の支払いなど
・郵便物の確認と、手続きが必要な場合のお手伝い
・紛失の恐れがある通帳（50万円程度まで）や印鑑、公的書類などの預かり

①相談
　　　どなたでもご相談いただけます。相談内容については秘密厳守！

②訪問・支援計画策定
　　　事業担当者が自宅を訪問し、困っていることや生活の希望をお聴きします。
　　　本人と相談しながらお手伝いの内容・支援計画を作っていきます。

③契約手続き
　　　お手伝いする内容に納得いただければ、本人と契約を結びます。
　　　契約内容が理解できない方は利用できません。

④お手伝い開始
　　　住み慣れた地域で安心して自立した生活ができるようにお手伝いします！
　　　①～③までは無料ですが、契約後のお手伝いは利用料が発生します。
　　　必要があればお手伝いの内容を変更することもできます。

相談からお手伝い開始までの流れ

問合せは、下記までご連絡ください。
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

　関西福祉大学の学生２名が、８月 16日から９月 19日の間、赤穂市社会福祉協議会で社会福祉
士実習を行いました。お世話になった皆さま、ありがとうございました。

実習を終えて実習を終えて

社会福祉学部　３回生

馬場　明日香
　私は実習中、ボランティア
活動を通じて感謝の言葉をい
ただけることがあり、その言
葉や笑顔は大きな活力になり
ました。また、活動をされている方々はとても
元気で、パワーを貰えました。多くの活動に参
加させていただいた中で、特に印象に残ってい
るのは、介護特別食の配達です。対面でただお
弁当を渡すだけでなく、体調の変化を聞いたり
最近あったことを報告したり、大切なコミュニ
ケーションの場になっていました。そこでも「あ
りがとう」「話せて嬉しい」などの言葉をいただ
き、とても達成感を得ることができました。ボ
ランティア活動は誰かの役に立てていることや、
一緒に活動をすることでコミュニケーションの
場となっていることが活動を続ける原動力なの
だと学びました。

社会福祉学部　３回生

神吉　陽
ひ よ
世

　私は今回の実習を通して『役
割があること』の大切さを学
ぶことができました。ボラン
ティア活動をはじめ地域の中
でさまざまに活躍されている方々は、いきいき
とパワーがみなぎっている様子でした。「誰かの
ために自分にできることがある」という目的と
役割があることが、生きていくうえでの元気の
源になっていて、ボランティアは誰かのために
なるだけでなく自分のためにもなっている活動
なのだと感じました。また、「活動そのものを楽
しむことも大切にしている」とお話しされてい
たことも印象的でした。自分たちも楽しむこと
が活動を長く続けられるポイントであり、その
活動に年齢問わず幅広い世代が関わっていくこ
とが、より良い地域づくりにおいて大切なこと
ではないかと感じました。

 ● 対象となる世帯　下記のすべてを満たす世帯

 ● 貸付限度額  ● 利用される際の留意点

①同一地域に６カ月以上居住している世帯
②低所得世帯（世帯の収入が市民税非課税相当）
③�世帯内の学生の高等学校や大学などへの進学・在学にあたり、
その費用の捻出のため、他からの融資を受けることが困難、ま
たは融資を受けても進学・在学が困難な世帯

就学支度費　　　 500,000 円
教育支援費　高校　35,000 円 / 月
　　　　　　高専　60,000 円 / 月
　　　　　　短大　60,000 円 / 月
　　　　　　大学　65,000 円 / 月

・�貸付には審査があり、申請から貸付可否の決定までは、約 1カ月半
かかります
・�他の給付、貸付制度が利用できる場合は、そちらが優先されます
  （一部例外）
・貸付には、原則連帯保証人が必要です（要相談）
・申請、償還にあたっては、民生委員による援助指導があります

　社協には、低所得者に対し、進学・在学中に必要な費用をお貸しする「教育支援資金貸付制度」があります。
高校・専門学校・大学の入学前はもちろん、在学中の相談も受け付けています。

あなたの「学びあなたの「学び」」を応援しますを応援します

詳しい内容は、下記までお問合せください。
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

あこう福祉ニュース
まち発見！

「おたがいさま」ってどんなこと？
　９月３日（日）、千鳥自治会の敬老会にて、『できるこ
とから始まる「おたがいさま」』と題して講話をしました。
当日は約50名の方が参加し、皆さん真剣に頷きながら、
また時には笑いを交えながら聞いてくださいました。
　講話の後は大正琴の生演奏をバックに懐かしの歌で盛
り上がり、一緒に楽しむことや学ぶことに年齢は関係な
いと実感したひとときでした｡

手話言語の知見を深めよう
　９月 17日（日）、兵庫県ろうあ青年研究討論会が市
民会館で行われ、兵庫県内のろうあ青年やボランティ
ア等 30 名が参加しました。講演や分科会を行い、兵
庫県のろうあ青年が集団学習を通じて相互の連帯と交
流を深め、耳のきこえる全ての青年と手をつなぎあっ
て前進することを参加者で共有しました。

狙いを定めて、高得点ゲットだぜ！
　９月２日（土）、赤穂市スポーツウエルネス吹矢協会主催の体験会が、市民総合体育館で行われ約 50名が参加
しました。吹矢で的をめがけ、当たった得点を競います。性別、年齢を問わずに楽しめる競技で、腹式呼吸強化
や集中力向上などにもつながります。参加者は的の真ん中を一生懸命狙っていました。

団体名 交流内容 助成決定額

坂越を元気にする会 おじゃビンゴゲームで交流 20,000 円【新規行事】

有年原自治会 秋祭り 10,000 円【既存行事】

高雄自治会 高雄秋祭り 10,000 円【既存行事】

三世代交流事業の助成先が決定しました！！
2回目の申請期間内に3団体の応募があり、審査の結果、下記のとおり助成が決定しました。

※�有年原自治会について、1回目の申請で「有年原盆踊り」への助成が決定していましたが、中止になった
ため、再度応募があり助成が決定しました。
　三世代交流事業とは、市内に活動の基盤を有する団体などが、自発的に行う三世代交流行事に対して助成
金を交付する事業です。新規行事には2万円を上限に、コロナ禍の影響で中止していた行事を再開する行事
（既存行事）には1万円を上限に助成しています。※今年度の募集は終了しました。
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

あなたのやさしさを善意の窓口へ――― 赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん預託状況（8月31日～9月27日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

【一 般 相 談】	 10月25日（水）11月1日（水）
【弁護士相談】（要予約）　10月18日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
	 　　　 10月25日（水）11月1日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※相談は無料です。

（10月18日～ 11月1日まで）

問合せは、下記までご連絡ください。

ひきこもり家族のつどい
◆日　　時：10月26日（木）
　　　　　　午後１時～４時
◆場　　所：みんなのいえ
　　　　　　（赤穂市塩屋656-17）
◆対　　象：ひきこもり状態にある方の家族
◆参　加　費：無料
◆問　合　せ：下記までお問合せください。

申込不要

時間内
出入り自由

心配ごと相談所のご案内心配ごと相談所のご案内

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

鷏 和 大上　ちゑこ 10,000 福祉用具借用御礼
尾 崎 瀬戸内ホーム 21 善意の募金箱
尾 崎 匿　名 5,000 車いす借用御礼
御崎4区 匿　名 20,000 福祉のために
坂 越 匿　名 10,000 車いす借用御礼
古希すぎた昭和 41 年度西中卒業生 6,044 同窓会の残金寄付
－ 匿　名 20,000 福祉のために

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

賛助会費賛助会費
ありがとうございましたありがとうございました
【個人】
名和　滋浩	 名和　圭子	 岡田　勲
山本　吉広		  匿名１名	

【法人】
桜谷福祉会　スイーツ＋カフェプリエール

 （敬称略）

●法人会費 5,000円　
●個人会費 2,000円

福祉の拠点をみんなで支えてください。
●一般会費 500円

　　　　 　　　　 障障害害福祉サービス福祉サービス教えて !

●『自立訓練』とはどのようなサービスですか。
自立訓練には「機能訓練」と「生活訓練」の２つがあります。

いずれの訓練もサービスを提供する施設や事業所、または自宅にてサービスを受けることができます。

 ●
Q
A

　理学療法や作業療法、その他必要なリハビリテーションを行ったり、生活等に関する相談
や助言などを行います。対象者は地域生活を行う上で、身体機能・生活能力の維持・向上等
のため、一定の支援が必要な障がいのある方です。

　入浴、排せつ及び食事などに関する自立した日常生活を行うために必要な訓練を行ったり、
生活などに関する相談や助言などを行います。対象者は地域生活を行う上で、生活能力の維
持・向上等のため、一定の支援が必要な障がいのある方です。

機能
訓練

生活
訓練

赤穂塩まつり
ボランティア
募集

赤穂市といえば「塩」！「塩」とふれあい、感謝するイベントを一緒に盛り上げませんか。
◆日　　時　11月11日（土） ※小雨決行　午前10時～午後３時
◆募集内容　・受付　・塩を使ったゲーム補助　・出店ブース　など
◆主催・問合せ　赤穂塩まつり実行委員会（代表 柳田さん）連絡先 090-5898-1266



8

あこう社協だより　No.103　2023年10月

ご意見・問合せは

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　
〒678-0232 赤穂市中広267番地
電話 0791-42-1397　FAX 0791-45-2444
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp

■ 編集後記 ■ 

　スポーツの秋ですね。ＮＰＢにＪリーグ、どちらも盛り上がっています。今年の日本一はどのチーム
になるのでしょうか。熱い声援が飛び交うことでしょうね。あなたの応援されているチームはどんな
感じですか？
　今年度のしあわせフェスティバルは 4年ぶりに通常開催です。来月が待ち遠しいですね。　　　（こ）

音声版をホームページに掲載しています。
ぜひお聞きください！（ ） 検索赤 穂 市 社 協

ホームページ
公式・SNSも
ご覧ください！

▼

貸衣裳室だより 七五三用衣裳のご紹介
七五三用七歳女児着物一式・三歳男児女児被布・
五歳、三歳男児着物一式・子どもドレス・スーツ
などございます。どうぞご利用ください。

●着物一式（男児）　9,000円～ 
　　　　　(女児)12,000円～ 
●被布　　（男児）　8,000円
　　　　　（女児）　4,000円～
●ドレス・スーツ　 3,000円～

◆受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　　　 午前９時～午後５時
　　　　　　第１・第３土曜日（祝日を除く） 午前９時～正午 
◆場　　所　総合福祉会館　２階貸衣裳室

※料金の詳細については、社協ホームページまたは貸衣裳室（☎42-1397）までご確認ください。

ご来館の際は、なるべく事前に予約して
いただきますようお願いいたします。

貸衣裳事業の収益金は地域福祉活
動の貴重な財源となっています。

レ
ン
タ
ル
料
金

と

ち

い
い
話

◎
あ
る
日
、
と
あ
る
病
院
で
、
コ

ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

ら
れ
た
方
の
話
で
す
。

　
40
代
の
女
性
は
、
に
こ
に
こ
し

た
84
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
隣

り
合
わ
せ
で
し
た
。
電
車
を
乗
り

継
い
で
、
歩
い
て
き
た
と
聞
き
、

そ
の
女
性
は
感
心
し
き
り
で
、

「
家
ま
で
送
っ
て
い
か
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
言
っ
た
よ
う
で
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
喜
ば
れ
て
、
お
礼

に
桃
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　
お
金
で
は
買
え
な
い
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
話
を
聞
い
て
、
世
の
中

ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
。（

ピ
ー
さ
ん
）

（
応
募
方
法
）氏
名（
ペ
ン
ネ
ー

ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、持
参
・
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

『
ち
ょっ
と
い
い
話
』募
集

お願い


